姫路市立図書館飾磨分館等に係る指定管理者の指定について
１　管理を行わせる施設

(1) 名称及び所在地

	名　称
	所　在　地

	姫路市立図書館飾磨分館及び飾磨分館ホール
	姫路市飾磨区下野田一丁目１番地

	姫路市立図書館網干分館及び網干分館ホール
	姫路市網干区垣内南町１４２９番地６

	姫路市立図書館広畑分館、広畑分館ホール及び姫路市立広畑トレーニングルーム
	姫路市広畑区正門通三丁目７番地

	姫路市立図書館安富分館及びネスパル安富ホール
	姫路市安富町安志１１５１番地


２　指定管理者候補者

(1)　名　称　　光栄産業株式会社

(2)　代表者　　代表取締役　東　義雄

(3)　所在地　　姫路市北条一丁目４０８番地５

３　指定期間

　　令和３年４月１日から令和８年３月３１日まで（５年間）
４　選定理由

姫路市立図書館条例第１４条第２項各号、姫路市図書館併設ホール条例第１８条第２項各号、姫路市体育施設条例第１７条第２項各号に掲げる基準及び姫路市指定管理者制度導入基本方針に定める基準を基に、指定管理者選定委員会が定める基準に基づき審査を行った結果、指定管理者候補者に選定した。（※「７選定経緯⑸評点結果」参照）

５　評価内容
　・施設の管理運営に当たって留意すべき事項（施設の設置目的、利用者の平等利用、安全性への配慮等）についての認識があり、妥当な提案内容であった。

　・図書館業務、トレーニングルームの配置人員を仕様よりも増やすなどサービスの向上が期待できるものであった。

　・地域住民が主体となる参加型の自主的な企画をサポートすることや、自主事業を行うこと、管理運営の補助として市民ボランティアと連携するなど、地域との連携が期待できるものであった。

　・読書室の確保や、新たな読書会の開催、ストレッチ教室の実施など、施設の効果を活かせるような自主事業の提案があった。
６　社会教育施設等指定管理者選定委員会委員

	
	役　職
	氏　名

	委員長
	姫路市教育委員会事務局教育次長
	岡本　裕

	副委員長
	姫路市教育委員会事務局生涯学習部長
	福永　安洋

	委員
	元姫路大学附属図書館長（学識経験者）
	辻野　順子

	
	サークルさえずり代表（市民・利用者代表）
	西井　佳子

	
	公認会計士
	槙下　伸一郎


７　選定経緯

（1）募集方法　　公募、利用料金制、一部指定管理料
（2）募集期間　　令和２年８月７日から令和２年９月１５日まで
（3）申請者数　　１団体（光栄産業株式会社）

（4）選定委員会検討経過

　　　現地視察　令和２年７月２８日　　姫路市立図書館飾磨分館等施設の現地視察

第１回　　令和２年７月２８日　募集要項・審査基準等の審議・決定

第２回　　令和２年９月２９日　申請書類の審査

第３回　　令和２年１０月１２日　申請者によるプレゼンテーション及び質疑による審査、候補者の選定
（5）評点結果（各委員による評点の平均）

	
	候補者

	総　合　評　点
	 194.2点

	（　内　訳　）
	事業計画等の評価（200点）
	 139.6点

	
	
	施設の管理運営方針（30点）
	 19.2点

	
	
	施設の効用を最大限に発揮・管理経費の縮減（90点）
	65.2点

	
	
	施設の管理を安定して行う能力（80点）
	55.2点

	
	管理運営経費の評価（100点）
	54.6点

	
	
	指定管理料

提案額

（70点）
	評点＊１
	36.0 点

	
	
	
	提案額＊２

(単年度平均)
	139,015,000 円

	
	
	収支計画の妥当性（30点）
	 18.6点


＊１　指定管理料提案額の評点の算出式は以下のとおり。

評点＝７０点×{基礎係数0.5＋加算係数〔0.5×（139,831,000円－提案額）÷
（139,831,000円－111,865,000円）〕}

※ただし、提案額が基準額を上回る場合は失格とし、提案額が基準額の８割を下回る場合は、一律７０点の評点とする。

＊２　提案額は消費税額を含んでいる。
（6）議事要旨

　　○現地視察

　　　　姫路市立図書館飾磨分館等の視察を行い、施設概要等について説明。
　　○第１回選定委員会

・事務局による「指定管理者制度の概要」、「選定委員会の事務の流れ」、「指定管理者募集要項及び審査基準の概要」の説明。

・「指定管理者募集要項（案）」、「指定管理者候補者審査基準（案）」について審議を行い、原案どおり決定。

　　○第２回選定委員会

　　　・事務局による「審査事項及び議事の進め方」、「申請資格調査の報告」、「申請者の申請内容の概要」の説明。

・槙下委員（公認会計士）による財務分析の説明。

・申請書類による書類審査を行い、要求要件の評価を実施。
　　○第３回選定委員会

　　　・事務局による「審査事項及び議事の進め方」の説明。

・申請者によるプレゼンテーション及び質疑による審査を行い、各委員の評点を確定。

・評点結果を集計した結果、「光栄産業株式会社」を指定管理者候補者に選定。

・選定結果報告の内容について審議を行い、本報告書を作成。
８　候補者の決定
　令和２年１０月１６日開催の指定管理者制度運用委員会において指定管理者候補者を決定
